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　特発性大腿骨頭壊死症の病態の最大の特徴は，骨壊死が発生しても痛みはなく，その後，骨壊
死巣が圧潰することにより痛みが出現するという病態です。骨壊死には，「発生」と「発症」という
2 段階のステップが包含されていることに何より注意が必要です。従って，本症に対するすべて
の研究や治療戦略は，「発生」と「発症」をターゲットとした以下の 3 つの段階に対して行われると
いえます。
①　 骨壊死発生の予防：病態解明が必須
　疫学調査，ゲノム研究，骨壊死動物モデルの開発とそのモデルに基づいた予防法開発，などが
行われてきました。そして，現在，SLE 新患患者に対して，抗酸化薬（ユベラ®），スタチン（ピタ
バスタチン®），抗血小板薬（プラビックス®）の 3 剤による骨壊死発生予防の臨床研究が，先進医
療で行われています。
②　 圧潰（発症）予防：圧潰メカニズムの解明が必須
　圧潰メカニズムについて，有限要素法による解析が行われ，壊死部と健常部の境界部への応力
集中が，圧潰の原因である可能性が高いことが判明しています。
③　 発症例に対する対策：有効な治療法の開発など
　各種骨切り術の成績向上や人工物置換の長期成績などの調査，さらに，再生医療による治療の
試みなど治療全般に関わる研究が該当します。
　今後，本症に対する研究や治療を行う際，どのステップをターゲットとして研究を行うのかを明
確にすると，より効率的な研究計画を立てることができます。そしてその際，今いったいどこまで
わかっているのか，という背景を知る材料として，今回の特集は有用な情報源になると思います。
 （山本卓明）
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